
島根県

水田農業高収益化推進計画

No.
策定年月

32
令和２年４月

見直し年月 令和５年６月



１．水田において高収益作物・子実用とうもろこしの導入を図る目的

　島根県では、県内農業産出額に占める米の割合が約３割と全国に比べても高い割合となっており、依然として米を中心
とした生産構造となっている。今後も米の消費が減少することが見込まれる中、米に依存した農業から早期に転換脱却
し、農家所得の確保、地域の農業生産力の向上を図ることが本県農業の喫緊の課題である。
　これまで、本県では、水田での園芸作物の導入を推進してきたが、排水対策や労働力確保、機械化の推進について、
具体的な手法や解決策を提示していなかったため、生産を継続できるような収量等が確保できず、農業者や関係者が水
田園芸で所得向上できるビジョンを描くことができなかった。
　このような課題を解決するため、平成30年度に、農地の大部分を占める水田を最大限に活用し、所得を上げていく｢水
田フル活用｣を推進する一環として、高い収益が見込める園芸作物の振興を図るための重点施策を｢しまねの園芸振興
の展開方向｣として取りまとめ、取組の強化を図っている。
　こうした中、水田で取り組め、排水対策を実施し、機械化や省力化が可能で、加工・業務用等も含めた販路の確保が見
込まれる品目を「県推進品目」として選定し、作付面積増加が期待できる担い手を支援することで、県内全域において作
付を推進していく必要がある。



２．目標
（１）推進方針

（２）推進品目

ha ha
kg/
10a

kg/
10a 円 円

ha ha
kg/
10a

kg/
10a 円 円

ha ha
kg/
10a

kg/
10a 円 円

ha ha
kg/
10a

kg/
10a 円 円

ha ha
kg/
10a

kg/
10a 円 円

ha ha
kg/
10a

kg/
10a 円 円

ブロッコリー 露地

（平成３０年） （令和６年）

0 6,494,400
生食用

0.0

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。

（平成３０年） （令和６年） （平成３０年） （令和６年）

露地
／
施設

目標値現状値 目標値

（平成３０年） （令和６年）

現状値 目標値

目標

作付面積の拡大

目標値

（平成３０年） （令和６年）

81,933,894

4.6 3,102 4,924

2,050 4,350

（平成３０年） （令和６年）

収量の向上

（平成３０年） （令和６年）

キャベツ

タマネギ
生食用

加工・業務用
露地

露地

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引や加工・業務用出荷が可能である。

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引や加工・業務用出荷が可能である。

23.8

0.2

（平成３０年） （令和６年）

生食用 露地

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。

（令和９年）

品目名 選定理由用途

現状値

その他

9,330,000

（平成３０年）

現状値

販売額の向上

（平成３０年）

34,000,000

（令和９年）

14,342,400

（令和９年）

3,153,000

　島根県では、令和元年度から農業産出額100億円増加に向けた柱として「水田園芸」の取組を本格的に開始しており、野菜の県推進６品目（キャベツ、タマネギ、白ネギ、アスパラガス、ブロッコリー、ミニトマト）を選定
し、水田を活用した生産により、農家所得や農業生産力の向上を進めている。
　こうした中、「水田農業高収益化推進計画」においては、県推進品目のほか、各地域では、担い手の確保に向けて、青ネギ、サツマイモ、ブドウ等の品目を推進しており、当面は２０産地を創出することとしている。
　また、島根県では、水田園芸に取り組もうとしている意欲ある経営体や組織を地域でまとめ、推進上の課題解決を図る「拠点産地」づくりを進めているところであり拠点産地においては、１産地あたり販売額３，０００万円
以上の増加を目標としており、令和６年度に県内で３０拠点以上を創出することを目指す。

20.6

2,000

65,145,200生食用
加工・業務用

443,000

41,181,340 109,004,000

（令和６年）

（令和６年）

16.1 1,537
白ネギ

（平成３０年）

7.5

（令和６年）

2.2 0 720

（平成３０年） （令和６年）

6.4 633 762

キャベツ 生食用 露地

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引や加工・業務用出荷が可能である。

12.0 13.0 1,525 4,000 12,200,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年）

ブロッコリー 生食用 露地

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。

1.5

（令和４年） （令和４年） （令和９年） （令和４年）
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（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

有機ホウレンソ
ウ

生食用 施設
・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。

8.8 10.5 3,860 7,740 37,245,000

ブドウ
生食用

加工・業務用
露地
施設

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として市町で導入
が検討されている。
・契約的取引や加工・業務用出荷が可能である。

3.2 8.2 683 966 32,655,358

（平成３０年） （令和６年） （平成３０年） （令和６年） （平成３０年）

（平成３０年）

サツマイモ 生食用

アスパラガス

（平成３０年）

3,584

（令和６年）

（平成３０年） （令和６年） （令和６年）

生食用

青ネギ 生食用

ミニトマト 生食用 施設

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。

露地
施設

露地

（令和６年）

（令和６年）

17,165,825 55,397,000

（令和６年）

（令和６年）

54,245,000

0.7 1.3

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。 （令和６年）

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。

（平成３０年）

（平成３０年）

3.9

0.0 0.3

（平成３０年） （平成３０年）

施設

（平成３０年）

（平成３０年）

0 1,211,731

256,000,000

101,744,120

（令和６年）

28,200,000

（令和４年） （令和９年）

（令和６年）

（平成３０年）

（令和６年） （平成３０年）

783 2,3440.4 1,585,707 87,452,000

6,460

（令和６年）（平成３０年）

0 1,600

3.4

1,974 5,1417.1

（令和６年）

（令和９年）

1.0 1,800 2,750

88,000

ミニトマト
4,800

生食用 施設

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。

0.0 0.9 0 0

（令和４年） （令和９年） （令和４年）

アスパラガス 生食用
露地
施設

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。

0.6

（令和４年）

白ネギ 生食用 露地

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・ほ場整備を契機に、高収益作物として県内各地で
導入が検討されている
・機械化作業や省力化栽培が可能である。
・契約的取引が可能である。

0.1

11,880,000 28,578,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

26,937,000

（令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

4.4 210 2,017



２．目標
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※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。
※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合、項目を分けて記載する。
※　「選定理由」欄には、①出荷先が確保されているか、②既存産地等との競合により需給バランスに乱れが生じないか、③ロットは確保できるか
などの観点にも留意して記載する。（関係資料の添付でも可。また、審査に当たって追加資料の提出を求めることがある。）

※　設定した目標値の妥当性が分かる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

2,428,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

コマツナ 生食用 施設
・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・契約的取引が可能である。

0.0 0.7 0 1,472 0

83,344,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

有機コマツナ 生食用 施設
・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。

13.6 16.7 11,829 13,700 61,356,000

12,000,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

有機ニンジン 生食用 施設
・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・機械化作業や省力化栽培が可能である。

0.2 2.0 3,000 4,000 900,000

ホウレンソウ 生食用 施設
・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・契約的取引が可能である。

9,240,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

ワサビ 生食用 露地
0.0 0.3 0 3,360 0 4,569,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

3,350,0001,4001,2141.70.7

・市場等からのニーズがあり、販路確保が見込まれ
る。
・契約的取引が可能である。



３．推進体制及び役割

県水田園芸推進チーム

指導・助言、
支援の実施

・推進計画策定のとりまとめ
・支援事業の構築・推進
・新たな拠点産地の掘起こし

県産地支援課
（水田担当・品目担当部局）

・基盤整備事業の情報提供
・基盤整備事業の実施

県農村整備課
（基盤整備部局）

・販売先の確保

・物流の構築
・集出荷体制の構築
・支援事業の実施

指導・助言、
支援の実施

状況報告

農家

（拠点産地）

・地域タイアップ研究の実施
・技術情報の収集、波及
・研究課題への反映

県農業経営課
（集落営農担当部局）

・集落営農組織への推進

地域水田園芸推進チーム

県地域農業部
（担い手担当・
園芸担当）

県農業技術センター
（試験研究・技術指
導担当部局）

・栽培技術の指導
・集落営農組織への推進
・労力補完対策の推進

・栽培技術の指導
・販売の推進
・集出荷の実施
・支援事業の実施

島根県農業協同組合

各地区本部

状況報告

・支援事業の実施
・基盤整備の実施

市町村

・基盤整備の推進

県土事務所

農林工務部

調査計画スタッフ

島根県農業協同組合

営農経済本店



４．目標達成に向けた取組
（１）品目共通の取組

（２）推進品目ごとの取組

ブロッコリー

・ほ場整備実施地区への推進
・機械化作業体系の推進
・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・農業技術センターの研究成果を現地へ普及
・排水対策、優良苗の供給、適期作業の徹底。特に、
本県におけるブロッコリーの重要病害である根こぶ
病、軟腐病については、低湿地や排水の不良地等で
の発生が多いことから、排水不良ほ場においては、
明渠、暗渠等を施工し、排水性の改善により、収量、
品質の向上を図る。

・県内外市場への出荷量の拡
大

・県内外市場への出荷量の拡
大

　島根県では、水田活用園芸に取り組もうとしている意欲のある経営体や組織を地域で取りまとめ、推進上の課題解決を図り、まとまりのある産地（水田活用園芸拠点産地）づくりをすすめる。
拠点づくりに当たっては、生産基盤整備（排水対策の徹底、ほ場整備との連動）、労働確保（農作業の機械化、共同作業の推進、サポート経営体の活用、スマート農業の推進）、販路開拓（実
需者と連携した産地形成、契約取引・加工業務用出荷の拡大）、担い手確保（就農相談、研修制度の活用による新規就農者の確保、集落営農での推進、リースハウスの導入）に取り組むこと
としている。拠点づくりで取り組まれた地域課題の解決手法を他地域へ波及させていき、新たな拠点の形成や水田活用園芸の取組拡大を図る。

販売額の向上 その他

取組内容
品目名

キャベツ

・加工業務用出荷の拡大
・県内外市場への出荷量の拡
大

作付面積の拡大 収量の向上

・ほ場整備実施地区への推進
・機械化作業体系の推進
・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・農業技術センターの研究成果を現地へ普及
・排水対策、優良苗の供給、適期作業の徹底。
　特に、本県におけるキャベツの重要病害である根こ
ぶ病、株腐病、軟腐病については、低湿地や排水の
不良地等での発生が多いことから、排水不良ほ場に
おいては、明渠、暗渠等を施工し、排水性の改善に
より、収量、品質の向上を図る。

・加工業務用出荷の拡大
・県内外市場への出荷量の拡
大

タマネギ

白ネギ

・ほ場整備実施地区への推進
・機械化作業体系の推進
・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・農業技術センターの研究成果を現地へ普及
・排水対策、優良苗の供給、適期作業の徹底。
　特に、本県において、水田を活用した白ネギ栽培の
収量が安定しないのは、湿害が大きな要因であると
考えられることから、排水不良ほ場においては、明
渠、暗渠等を施工し、排水性の改善により、収量、品
質の向上を図る。

・ほ場整備実施地区への推進
・機械化作業体系の推進
・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・農業技術センターの研究成果を現地へ普及
・排水対策、優良苗の供給、適期作業の徹底。
　特に、本県においては、タマネギの収量の安定化
には育苗の占めるウェイトが非常に大きいことから、
育苗については、発芽を揃え、健苗を育てることによ
り、良好な活着を図る。



４．目標達成に向けた取組

有機ホウレンソウ

・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・たい肥等による土づくりの徹底と、土壌分析に基づ
く適正な施肥の実施。
・防虫ネットによる害虫被害の軽減や、太陽熱消毒
等による土壌病害の発生抑制。
・寒冷紗等による高温対策の実施。

・県内外市場への出荷量の拡
大

・県内外市場への出荷量の拡
大

青ネギ

・ほ場整備実施地区への推進
・リースハウスの導入推進

・排水対策、適期作業の徹底。
　特に、本県において、水田を活用した青ネギ栽培の
収量が安定しないのは、湿害が大きな要因であると
考えられることから、排水不良ほ場においては、明
渠、暗渠等を施工し、排水性の改善により、収量、品
質の向上を図る。

・県内外市場への出荷量の拡
大

サツマイモ

・ほ場整備実施地区への推進

ミニトマト

・ほ場整備実施地区への推進
・リースハウスの導入推進
・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・農業技術センターの研究成果を現地へ普及
・排水対策、優良苗の供給、適期作業の徹底。
　特に、本県において、アスパラガスの収量が安定し
ない原因は、農地からの雨水の跳ね返り等による茎
枯病の被害等によるものであることから、、排水対策
のため、高畝栽培を行い、収量、品質の向上を図る。

・ほ場整備実施地区への推進
・リースハウスの導入推進
・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・農業技術センターの研究成果を現地へ普及
・排水対策、優良苗の供給、適期作業の徹底。
　特に、本県におけるミニトマトの重要病害である青
枯病、すすかび病については、低湿地や排水の不良
地等での発生が多いこと、また、ミニトマトの糖度安
定化・向上のため、排水対策として高畝栽培を行い、
収量、品質の向上を図る。

アスパラガス

・県内外市場への出荷量の拡
大

・排水対策、優良苗の供給、適期作業の徹底。特に、
本県において、水田を活用したさつまいも栽培の収
量が安定しないのは、湿害が大きな要因であると考
えられることから、排水不良ほ場においては、明渠、
暗渠等を施工し、排水性の改善により、収量、品質
の向上を図る。

・加工業務用出荷の拡大

ブドウ

・ほ場整備実施地区への推進
・リースハウスの導入推進
・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・農業技術センターの研究成果を現地へ普及
・排水対策、優良苗の供給、適期作業の徹底。
　特に、本県におけるぶどうの重要病害である晩腐
病、白腐病については、低湿地や排水の不良地等で
の発生が多いこと、また、ぶどうの糖度安定化・向上
のため、排水対策として十分な盛り土を行い、排水
不良園では暗渠排水を設置することにより、収量、品
質の向上を図る。

・加工業務用出荷の拡大
・県内外市場への出荷量の拡
大



４．目標達成に向けた取組

有機ニンジン

・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・たい肥等による土づくりと深耕による根域の拡大。
・緑肥を活用した土づくりと土壌病害対策の実施。
・額縁明渠、耕盤破砕等による排水対策の徹底。
・病害発生抑制のため計画的な輪作体系の確立。

・県内外市場への出荷量の拡
大

有機コマツナ

・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・たい肥等による土づくりの徹底と、土壌分析に基づ
く適正な施肥の実施。
・防虫ネットによる害虫被害の軽減や、太陽熱消毒
等による土壌病害の発生抑制。
・寒冷紗等による高温対策の実施。

・県内外市場への出荷量の拡
大

ワサビ

・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・たい肥等の有機物による土づくりの徹底。
・防虫ネットによる害虫被害の軽減や、太陽熱消毒
等による土壌病害の発生抑制。
・寒冷紗による高温対策の実施。
・適期の追肥と、十分なかん水による茎葉の生育促
進。
・収量性の高い品種の検討・導入。

・県内外市場への出荷量の拡
大

コマツナ

・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・たい肥等による土づくりの徹底と、土壌分析に基づ
く適正な施肥の実施。
・防虫ネットによる害虫被害の軽減や、太陽熱消毒
等による土壌病害の発生抑制。
・寒冷紗等による高温対策の実施。

・県内外市場への出荷量の拡
大

ホウレンソウ

・展示実証ほ、研修会による作
付け推進

・たい肥等による土づくりの徹底と、土壌分析に基づ
く適正な施肥の実施。
・防虫ネットによる害虫被害の軽減や、太陽熱消毒
等による土壌病害の発生抑制。
・寒冷紗等による高温対策の実施。

・県内外市場への出荷量の拡
大



５．産地推進計画の作成主体

No 作成主体名 関係市町村 備考

1 松江市 松江市

2 安来地域担い手育成総合支援協議会 安来市

3 出雲市農業再生協議会 出雲市 旧出雲市と旧斐川町で農業再生協議会を設置

5 飯南町 飯南町

6 大田市農業再生協議会 大田市

7 美郷町園芸作物振興協議会 美郷町

8 邑南町農業再生協議会 邑南町

9 浜田市 浜田市

10 吉賀町 吉賀町

11 津和野町 津和野町

※　各主体が作成した「産地推進計画」を添付するものとする。



１　計画作成主体の情報

名称

構成機関・団体名及び役割分担

松江市

松江市農業委員会

松江市土地改良区

島根県東部農林水産振興センター

島根県農業協同組合くにびき地区本部

２　推進品目及び目標

0 ha ha 0 kg/10a kg/10a 0 円 円

3 ha 3.5 ha kg/10a kg/10a 円 円

0 ha 2.2 ha kg/10a kg/10a 円 円

0 ha ha 0 kg/10a kg/10a 0 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

策定年月 令和２年４月

見直し年月 令和５年６月

品目名

（令和６年）

（令和６年）

ブロッコリー

現状値

（平成３０年）

現状値

産地名 販売額

目標値

その他

目標値

キャベツ 生食用 露地

No. 32-001

（平成３０年）

水田農業高収益化推進計画

松江市産地推進計画

（平成３０年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和６年）

目標値 現状値

目標

作付面積

（令和６年）

（別添２）

（平成３０年）（令和６年）（平成３０年）

現状値

サツマイモ

露地

露地

島根県農業協
同組合くにび
き地区本部管

内

生食用

島根県農業協
同組合くにび
き地区本部管

内

加工・
業務用

（平成３０年） （令和６年）

松江市

タマネギ 生食用 露地

島根県農業協
同組合くにび
き地区本部管

内
（平成３０年） （令和６年） （平成３０年） （令和６年） （平成３０年） （令和６年）

島根県農業協
同組合くにび
き地区本部管

内
（平成３０年） （令和６年） （平成３０年） （令和６年） （平成３０年） （令和６年）

2.3 3,800 9,986,894

2,500 3,600 3,700,000 9,601,200

0 720 0 6,494,400

0.3 1,600 1,211,731

島根県東部農林水産振興センター 松江市

島根県農業協同組合

くにびき地区本部 松江市農業委員会

・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

・計画策定のとりまとめ
・地域の合意形成の推進
・支援事業の情報提供、実施

・販売先の確保
・支援事業の実施
・営農指導の実施

・農地情報の収集
・農地集積・集約の推進

農 家

松江市土地改良区

・基盤整備事業の情報収集
・土地改良施設の管理



１　計画作成主体の情報

名称 安来地域担い手育成総合支援協議会

構成機関・団体名及び役割分担

島根県東部農林水産振興センター安来農業部

安来市農林振興課

島根県農業協同組合やすぎ地区本部

安来市農業委員会

安来市土地改良区

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

（別添２）

No. 32-002

策定年月 令和２年４月

見直し年月 令和４年１０月

水田農業高収益化推進計画

安来市産地推進計画

目標

作付面積 収量 販売額 その他

現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値

71,947,000

（平成30年） （令和6年） （平成30年） （令和6年） （平成30年） （令和6年）

0.2 18.3 2,050 4,419 443,000

1.6 5.0 4,230 4,750 5,630,000 17,828,000

（令和6年） （平成30年） （令和6年）

品目名 用途
露地
／
施設

産地名

タマネギ
生食用、
加工・
業務用

露地

吉田地区、下山
佐地区、宇賀荘
地区、大塚地
区、飯梨地区

キャベツ
生食用、
加工・
業務用

露地
吉田地区、能義
地区、飯梨地区

（平成30年） （令和6年） （平成30年）

島根県東部農林水産振興センター

安来農業部
安来市農林振興課

島根県農業協同組合

やすぎ地区本部
安来市農業委員会

・販売先の確保
・支援事業の実施
・営農指導の実施

農家

安来市土地改良区

・支援事業の実施・支援事業、栽培技術等
の情報提供
・支援事業の実施

・計画策定のとりまとめ
・地域の合意形成の推進
・支援事業の情報提供、実施

・農地情報の収集
・農地集積・集約の推進



１　計画作成主体の情報

名称 出雲市農業再生協議会

構成機関・団体名及び役割分担

島根県東部農林振興センター出雲農業普及部

出雲市農林水産部農業振興課

島根県農業協同組合出雲地区本部

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

11,880,000 28,578,000

（令和4年） （令和9年）

88,000 1,257,000

54,245,000 256,000,000

2,603,000 7,380,000

（令和4年） （令和9年）

1,800.0 2,750.0

（令和4年） （令和9年）

210.0 2,500.0

1,974.3 5,140.8

800.0 900.0

（令和4年） （令和9年）

0.6 1.0

（令和４年） （令和9年）

0.13 0.15

3.9 7.1

1.0 2.0

（令和4年） （令和9年）

生食用

露地

施設

島根県農協
出雲地区本部

島根県農協
出雲地区本部

（別添２）

（令和4年）（令和9年）（令和4年）

現状値

白ネギ

施設

露地

島根県農協
出雲地区本部

生食用

島根県農協
出雲地区本部

生食用
（令和4年） （令和9年）

No. 32-003

（平成30年）

水田農業高収益化推進計画

出雲市農業再生協議会産地推進計画

（平成30年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和6年）

目標値 現状値

目標

作付面積

（令和6年）

（令和9年）

（令和6年）

青ネギ

現状値

（平成30年）

現状値

産地名 販売額

目標値

その他

目標値

ブロッコリー

アスパラガス

生食用

策定年月 令和2年4月

見直し年月 令和5年6月

品目名

島根県東部農林振興センター
出雲農業普及部

出雲市 島根県農業協同組合
出雲地区本部

・支援事業、栽培技術等の情報提
供
・支援事業の実施

・計画策定のとりまとめ
・地域の合意形成の推進
・支援事業の情報提供、実施

・販売先の確保
・支援事業の実施
・営農指導の実施

農家



１　計画作成主体の情報

名称 飯南町

構成機関・団体名及び役割分担

島根県東部農林水産振興センター雲南事務所農業部

飯南町

島根県農業協同組合雲南地区本部

飯南町農業委員会

頓原土地改良区

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

（平成30年） （令和6年） （平成30年） （令和6年）

0 2,000 0 千円 6,700 千円

白ネギ 生食用 露地 長谷集落
0.00 1.00

（平成30年） （令和6年）

0.00

生食用 露地 琴麓・野萱集落
（令和6年）（平成30年）

0 2,000 6,700

（令和6年） （平成30年） （令和6年）（平成30年）

1.00

No. 32-005

現状値

水田農業高収益化推進計画

飯南町産地推進計画

収量産地名

策定年月 令和２年４月

目標値

白ネギ

現状値

用途
露地
／
施設

目標

その他

目標値

0 千円 千円

作付面積

現状値

販売額

目標値 現状値

見直し年月 令和４年１１月

品目名

目標値

島根県東部農林水産振興
センター雲南事務所農業部

飯南町 飯南町農業委員会

・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

・販売先の確保

・支援事業の実施

・営農指導の実施

・農地情報の収集、提供
・農地集積、集約の推進

生産者

頓原土地改良区

・基盤整備事業の情報収集

・土地改良施設の管理

・計画策定のとりまとめ
・地域の合意形成の推進
・支援事業の情報提供、実施

島根県農業協同組合
雲南地区本部



１　計画作成主体の情報

名称 大田市農業再生協議会

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

（平成３０年） （令和６年）

（令和６年）

（平成３０年） （令和６年）

13,600 2,564,516 23,551,000

（平成３０年） （令和６年）

0.1 4,400

島根県西部農林水産振興センター県央事務所大田農業
部
大田市役所
島根県農業協同組合石見銀山地区本部
大田市農業委員会
大田市温泉津町福光土地改良区
大田市三瓶町池田土地改良区
大田市水上町三久須土地改良区
大田市波根町波根土地改良区
大田市農業再生協議会
島根県県央県土整備事務所大田事業所
島根県西部農林水産振興センター総務企画部

ミニトマト 生食用 施設
島根県農協 石見銀

山地区本部

0.28

ブドウ

アスパラガス

施設

露地
／

施設

島根県農協 石見銀
山地区本部

大田市ぶどう生産組
合

生食用

30,300,000

白ネギ 生食用 露地
島根県農協 石見銀

山地区本部
石見銀山白ねぎの会 （平成３０年） （令和６年） （平成３０年） （令和６年） （平成３０年）

1.00 5.05 3,331,3401,126 2,000

4.59 683 1,000 32,655,358 68,023,800

（令和６年）

2.8 783 2,675

（平成３０年）（令和６年）（平成３０年）（令和６年）

1,585,707 82,464,800

（令和６年）

島根県農協 石見銀
山地区本部

石見銀山アスパラガ
ス生産組合

生食用
（平成３０年）

0.4

（令和６年）

目標

作付面積

（平成３０年）

No. 32-006

策定年月 令和２年４月

見直し年月 令和５年３月

品目名

（平成３０年）

現状値現状値

水田農業高収益化推進計画

3.2

大田市産地推進計画

（平成３０年）

収量

目標値

用途
露地
／

施設

（令和６年）

目標値 現状値

産地名 販売額

目標値

その他

現状値 目標値

農家

島根県西部農林水産振興センター
県央農業普及部 大田支所 大田市役所

・計画策定のとりまとめ

・支援事業、栽培技術等の情報提供

・地域の合意形成の推進

・営農指導の実施

・計画策定のとりまとめ

・地域の合意形成の推進

・支援事業の情報提供、実施

・基盤整備事業の情報収集・実施

・新規生産者の掘り起こし
島根県県央県土整備事務所

大田事業所

島根県西部農林水産振興センター
総務企画部

・基盤整備事業の情報収集・実施

・基盤整備事業の情報収集・実施

島根県農業協同組合
石見銀山地区本部 大田市農業委員会

・販売先の確保

・支援事業の実施

・営農指導の実施

・新規生産者の掘り起こし

・農地情報の収集

・農地集積・集約の推進

大田市温泉津町福光土地改良区

・基盤整備事業の情報収
集

・土地改良施設の管理

大田市農業再生協議会

・計画策定のとりまとめ

・水田活用の直接支払交付金

を活用するための関係機関

大田市三瓶町池田土地改良区

大田市水上町三久須土地改良区

大田市波根町波根土地改良区





１　計画作成主体の情報

名称 邑南町農業再生協議会

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

0 ha ha 0 kg/10a kg/10a 0 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

No.

（平成30年）

・農地情報の収集
・農地集積、集約の推進

・販売先の確保
・支援事業の実施
・営農指導の実施

・地域の合意形成推進
・支援事業の情報提供、
実施

・計画策定のとりまとめ
・支援事業、栽培技術等
の情報提供
・支援事業の実施

・営農計画書のとりまと
め
・交付申請書のとりまと
め

水田活用直接支払交
付金のうち水田農業
高収益化推進事業

現状値

邑南町産地推進計画

露地
／
施設

作付面積

現状値現状値

（別添２）

白ネギ

施設

露地

島根県農協島根
おおち地区本部

生食用

島根県農協島根
おおち地区本部

生食用

ブドウ

用途

策定年月 令和2年4月

見直し年月 令和5年6月

品目名

水田農業高収益化推進計画

産地名 販売額

目標値

その他

目標値

30,220,320

（平成30年）

収量

目標値目標値 現状値

目標

8922.6

邑南町農業委員会 邑南町果樹産地協議会

果樹農業生産力増強総
合対策のうち未来型果
樹農業等推進条件整備
農地耕作条件改善事業
のうち未来型産地形成
推進条件整備型

・営農計画書のとりまと
め

・計画策定のとりまとめ
・支援事業、栽培技術等
の情報提供
・支援事業の実施

・地域の合意形成推進
・支援事業の情報提供、
実施

・販売先の確保
・支援事業の実施
・営農指導の実施

・農地情報の収集
・農地集積、集約の推進

・計画の策定
・計画の達成状況の把握
と評価

邑南町農業再生協議会
島根県西部農林振興セン

ター県央事務所
邑南町

島根県農業協同組合島根
おおち地区本部

（令和9年） （令和4年） （令和9年）

（令和6年）

（令和6年）

1.0 300 630

6.52 9.0

（令和6年）

（平成30年）（令和6年）（平成30年）

（平成30年）

（平成30年）

ブロッコリー 生食用 露地
島根県農協島根
おおち地区本部

0.5

（令和4年）

農家

（令和6年）

（令和6年）

1,600 2,000 37,850,000 65,304,000

550,000 2,066,400

（令和4年） （令和9年）



１　計画作成主体の情報

構成機関・団体名及び役割分担

  島根県西部農林水産振興センター

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

浜田市名称

有機コマツナ 生食用 施設 弥栄地区
（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

8.78 10.5

目標値 現状値

目標

作付面積

（令和９年）

48,605千円

水田農業高収益化推進計画

浜田市産地推進計画

・営農指導の実施 ・水田活用直接支払交付金の活用

農　　家

・支援事業の実施 ・支援事業の情報提供、実施 ・支援事業の実施   ・農地集積、集約の推進 ・営農計画書のとりまとめ

・支援事業、栽培技術等の情報提供 ・地域の合意形成の推進 ・販売先の確保 　・農地情報の収集 ・計画策定のとりまとめ

　 島根県農業協同組合

浜田市 　 いわみ中央地区本部 浜田市農業委員会 浜田市農業再生協議会

（別添２）

（令和９年）（令和４年）（令和９年）（令和４年）

現状値

有機ニンジン

露地
施設

露地

弥栄地区生食用

弥栄地区生食用
（令和４年） （令和９年） （令和４年）

No.

（令和４年） （令和４年）

収量

目標値

用途

（令和９年）

（令和９年）

（令和９年）

有機ホウレンソウ

現状値

（令和９年）（令和４年）

現状値

産地名 販売額

目標値

（令和４年）

その他

目標値

3,860 7,740 37,245千円

12,000千円0.2 2 3,000 4,000 900千円

13.6 11,829 13,70016.68 61,356千円 83,344千円

策定年月

見直し年月

品目名

令和５年５月

島根県西部農林水産振興センター

浜田市農業委員会

浜田市農業再生協議会

浜田市

島根県農業協同組合いわみ中央地区本部

露地
／
施設



１　計画作成主体の情報

名称

構成機関・団体名及び役割分担

島根県西部農林水産振興センター益田事務所農業部

吉賀町

島根県農業協同組合西いわみ地区本部

吉賀町農業委員会

吉賀町土地改良区

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

ha ha kg/10a kg/10a

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

策定年月 令和２年２月

見直し年月 令和５年５月

品目名

キャベツ

現状値

（令和○年）（平成３０年）

現状値

産地名 販売額

目標値

（令和○年）

その他

目標値

0 3.3 0

用途
露地
／
施設

（令和６年）

目標値 現状値

目標

作付面積

（令和６年）

（令和９年）

（令和６年）

（別添２）

（令和○年）（令和４年）（令和９年）（令和４年）

現状値

キャベツ

露地

露地

ＪＡしまね
六日市支店
ｷｬﾍﾞﾂ部会(仮

称）

加工・
業務用

農業生産連合会生食用
（令和４年） （令和９年） （令和○年）

No.

（平成３０年）

水田農業高収益化推進計画

吉賀町産地推進計画

（平成３０年）

収量

目標値

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

ミニトマト 生食用 施設 農業生産連合会
（令和４年）

4,500 0 千円 11,316 千円

千円 34,000 千円

0 0.94

農業生産連合会
（令和４年）

（令和○年） （令和○年）

白ネギ 生食用 露地 農業生産連合会
（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和○年） （令和○年）

0 4.28

（令和９年）

（令和○年） （令和○年）

ブロッコリー 生食用 露地

ほうれんそう 生食用 施設 農業生産連合会
（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和○年） （令和○年）

0.69 1.65

（令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

千円0 1,472 0 千円

わさび 生食用 施設 農業生産連合会
（令和４年）

12 13 1,525 4,000 12,200

（令和○年） （令和○年）

小松菜 生食用 施設 農業生産連合会
（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和○年） （令和○年）

0 0.66

（令和６年） （令和４年） （令和６年）

千円 4,896 千円

0 2,000 0 千円 25,680

0 4,800 0 千円 28,200 千円

吉賀町

2,428

千円

0 0.34 0 3,360 0 千円 4,569 千円

1,214 1,400 3,350 千円 9,240

（令和４年） （令和６年）

千円

0 3.4 0 720 0

・農地情報の収集
・農地集積・集約の推進・支援事業、栽培技術等の情報

提供
・支援事業の実施

・計画策定のとりまとめ
・地域の合意形成の推進
・支援事業の情報提供、
実施

・販売先の確保
・支援事業の実施
・営農指導の実施

島根県西部農林水産振興センター
益田事務所農業部

吉賀町 島根県農業協同組合
西いわみ地区本部

吉賀町農業委員会

農家

吉賀町土地改良区

・基盤整備事業の情報収集
・土地改良施設の管理



１　計画作成主体の情報

名称 津和野町

構成機関・団体名及び役割分担

津和野町

津和野町農業委員会

津和野町土地改良区

島根県西部農林水産振興センター益田事務所

島根県農業協同組合西いわみ地区本部

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

0 ha ha 0 kg/10a kg/10a 0 円 円

0 ha ha 0 kg/10a kg/10a 0 円 円

0 ha ha 0 kg/10a kg/10a 0 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

水田農業高収益化推進計画

津和野町産地推進計画

（平成30年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和６年）

目標値 現状値

産地名 販売額

目標値

その他

現状値 目標値

目標

No. 32-010

策定年月 令和３年９月

見直し年月 令和４年１１月

品目名

（平成30年）

現状値現状値

キャベツ 露地 山下地区
加工・
業務用

5,500 11,000,000

堤田地区
（平成30年） （令和６年） （平成30年） （令和６年）

4,987,200

キャベツ

作付面積

（平成30年）

（平成30年） （令和６年） （平成30年） （令和６年）

（令和６年）

加工・
業務用

露地 部栄・鳥井地区
（平成30年） （令和６年）

（令和６年）

アスパラガス 生食用
露地
／施設

キャベツ
加工・
業務用

露地 中山・長福地区
0.00 5.00 0 5,500

5.00

800

（平成30年） （令和６年）

0.60

0 11,000,000

（平成30年） （令和６年） （平成30年） （令和６年） （平成30年） （令和６年）

5,500 4,400,0002.00

島根県西部農林水産振興

センター益田事務所農業部
津和野町 島根県西部農業協同組合

西いわみ地区本部
津和野町農業委員会

・支援事業、栽培技術等の情
報提供
・支援事業の実施

・計画策定のとりまとめ

・地域の合意形成の推進

・支援事業の情報提供、実
施

・販売先の確保
・支援事業の実施
・営農指導の実施

・農地情報の収集
・農地集積・集約の
推進

農家

津和野町土地改良区

・基盤整備事業の情報収
集
・土地改良施設の管理


